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研究成果の概要（和文）： ごく少数のセンセーショナルな少年犯罪が社会の注目を集める中で、犯罪少年の近
時の特徴として、精神的な問題を有する者の存在が指摘されている。こうした少年の保護事件手続においては、
少年の要保護性として、精神的問題の内容が解明される必要がある。また、具体的な処遇に当たっては、精神的
問題を解消する再社会化プログラムの開発と実施が不可欠である。しかし、これまで、少年保護手続と精神医学
的対応との連携は不十分なものであった。本研究においては、文献研究、それぞれの専門家を交えた研究会での
議論、国内外の少年関連施設の参観を通じて、少年保護手続における精神医学の実効的な関わりを明らかにし、
今後の方向性を示した。

研究成果の概要（英文）： As society focuses on extremely small numbers of sensational juvenile 
crimes, one characteristic of juvenile criminals highlighted in recent years is the presence of 
psychiatric issues. As part of procedure in matters of protection of such juveniles, it is necessary
 to clearly understand the particulars of any psychiatric issues. Concrete, specific treatment also 
requires the development and implementation of resocialization programs that eliminate psychiatric 
issues. Yet, any association between psychiatric approaches and juvenile protection procedure has 
hitherto been inadequate. Through a literature review, discussions at academic meetings of various 
specialists, and visits to juvenile facilities both within Japan and overseas, this study clarifies 
the practical relation between psychiatry and juvenile protection procedure and provides directions 
for the future.
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１．研究開始当初の背景 
（1）いわゆる旧派刑法理論を背景とし、侵
害原理を前提とする成人刑事裁判システム
は、社会的に非難できない者（責任無能力者）
に対する法的制裁（刑罰）を一律に否定して
いる。他方、いわゆる新派刑法理論を背景と
して成立した少年法制は、個々の子どもの要
保護性の解明とその解消のための最適な処
遇選択を軸に展開されてきた。そこでは、子
どもの特性（未成熟さと可塑性の高さ）に着
目した健全育成が重視され、保護原理（パレ
ンス・パトリエ）にもとづく国家の積極的介
入が当然に認められる。そのため、非行少年
の精神的状況（責任能力の有無）も、要保護
性のひとつにすぎないものとして扱われる
傾向が見られがちである。 
 
（2）しかし、20世紀の中頃から、保護原理
の一面的な強調と濫用につながりかねない
運用に対する批判が高まり、侵害原理をも取
り込んだ少年司法システムに転換する国（ア
メリカやカナダ）が増えていくのに伴って、
精神障害のある犯罪少年を少年司法システ
ムで扱うことの是非が深刻な理論的問題と
して提起されることになった。また、現実的
な問題としても、発達障害圏の子どもの扱い
に見られるように、精神障害のある犯罪少年
を少年法で扱うことの現実的妥当性と意義
（の有無）などが問題化するとともに、精神
障害のある犯罪少年に対する処遇のあり方、
さらには具体的な処遇プログラムの策定も
重要な課題となっている。 
 
（3）このような現状に対して、少年法を中
心とする法律学は、特に理論的な論点を中心
として議論してきた。たとえば、精神障害を
有する犯罪少年を少年法（少年司法システ
ム）の対象とすることの是非と可否について
は、多くの論稿（猪瀬愼一郎ほか編『少年法
の新たな展開』［有斐閣、2001年］における
佐伯論文と町野論文、中谷陽二ほか編『精神
科医療と法』［弘文堂、2008年］における佐
伯論文と拙稿など）が公にされている。また、
処遇についての理論的研究としては、浜井浩
一ほか編『発達障害と司法』（現代人文社、
2010 年）も公刊されている。他方、精神医
学の分野においては、本研究の連携研究者の
研究業績をはじめとして、広く非行問題や精
神障害犯罪少年に関連する多くの業績がす
でに見られたところである。 
 しかし、それぞれの問題や課題に対する対
応は、法律学（理論）と精神医学（主として
実践的場面）とで明らかに分断されている状
況にあり、理論（法律学）と実践（精神医学）
とを架橋するような学際的な研究はほとん
ど存在していない状況があった。したがって、
当然のことながら、両者の連携にもとづく実
効的な対策への提言も見られないのが現状
である。本研究は、以上のような状況を明確
に意識したうえで、精神障害を有する犯罪少

年への対応（発見から処遇までの全段階）を
中心として、法律学と精神医学との有機的・
実効的な連携のあり方を明らかにするもの
として計画された。 
 
２．研究の目的 
 日本を含む世界各国の少年法制（少年司法
システム）は、個々の非行少年の要保護性に
応じた個別的扱い（最善の処遇によるベス
ト・インタレスの実現）を前提として構成さ
れている。したがって、精神に障害（精神疾
患を含む）や問題を有する犯罪少年も、当然
に少年法の対象とされ、最適な処遇によって
積極的な再社会化が図られるものになって
いる。しかし、精神障害犯罪少年を少年法で
扱うことについては、刑事法理論としてはそ
の是非と可否が重大な問題であり、精神医学
的にはその現実的な意味が問題となる。また、
特に少年処遇の場面においては、精神的な問
題の故に処遇困難な非行少年（性犯罪少年や
累非行性少年など）の存在が大きな問題にな
っている。こうした問題に対するこれまでの
アプローチは、個別の独立した学問分野から
のものにとどまっており、学際的なアプロー
チを意識した研究はほとんど見られなかっ
た。本研究は、法律学と精神医学との有機
的・実効的な連携によって、精神障害少年の
非行（犯罪）対策のあり方を明らかにする目
的のもとに構想されたものである。 
 
３．研究の方法 
（1）法律学と精神医学との連携のもとに遂
行する研究であるため、研究組織としては、
法律学（刑法、少年法）を専攻する研究代表
者のほか、法律学と精神医学のそれぞれの分
野から幅広く連携研究者を委嘱するととも
に（後掲 6.研究組織参照）、実務経験を有す
る多くの研究協力者にも参加してもらえる
構成とした。具体的な研究方法は、年度に応
じて若干の相違はあるものの、研究全体とし
ては、個人による文献研究等を前提とした研
究会における報告と意見交換、国内外の施設
の参観・視察およびそれぞれの関係者との意
見交換を行う方法で進めた。 
 
（2）文献研究においては、法律学と精神医
学のそれぞれの分野の研究者が個別的な論
点についての検討を進めたうえで、研究会で
の報告にもとづいて幅広い意見交換を行い、
知見を深めるとともに共通の理解を形成す
ることにした。また、審判の非公開や同一性
情報の公表禁止に見られるように、少年法制
には秘密性が高いという特徴（さらには限
界）があることから、さまざまな現場で業務
に従事している関係者に研究会でのゲス
ト・スピーカーを依頼して報告を受け、全体
で意見交換を行うことによって、実務につい
ての知見を深めるとともに共通の理解を形
成することに務めた。 
 



（3）研究会におけるゲスト・スピーカーの
報告と意見交換によって得られた知見を確
認するために、少年法制関連の現場と実務に
ついて視察することとし、随時、日本国内の
主要な要保護児童・少年関連施設（児童自立
支援施設、少年院、少年刑務所等）を参観し
たうえで、それぞれの現場で業務に従事する
職員や関係者との意見交換を行うことにし
た。さらに、わが国の少年法制や少年処遇の
あり方に具体的な提言を行うことを意識し
て、精神医学との連携を明確に意識して少年
法制・少年処遇を運営している諸外国の関連
施設を適宜参観することとし、欧米の主要国
を訪問国として予定した。 
 
（4）以上のような研究過程を前提として、
研究の最終年度において、研究全体について
の報告書を作成し、公刊することとした。ま
た、各参加者の成果については、随時、論文
等の形式で公刊するとともに、研究終了後の
適切な時期に、研究終了後の個別的な継続的
研究成果をも反映する形で体系的な研究書
として公刊することを予定した。 
 
４．研究成果 
（1）4年間の研究期間を通じて、各年度にお
ける研究実績と成果は、それぞれ次に述べる
通りのものであった。なお、各年度に開催し
た研究会については、年度ごとに特段の方向
性を設定せずに、研究全体に関連するテーマ
がある限りで適宜開催した。また、個人研究
および研究会での知見にもとづく成果につ
いては、中間的なものも含めて、適宜、研究
者個人の責任において公表している（後掲 5.
主な発表論文等参照）。 
 
（2）研究スタートの年度である平成 25 年度
においては、犯罪少年対策における法律学と
精神医学との連携に関する基礎的な状況を
確認することを念頭において、研究参加者個
人による文献研究とそれにもとづく研究会
の開催を中心に、国外の施設参観を併せて実
施した。 
 研究会は、合計で 4回開催した。第 1回（5
月）および第 2回（7月）は、「非行少年のア
セスメントの現状」と「少年の責任」に関し
て、主として司法精神医学の立場からの報告
を受けた後、議論と検討を行い、共通理解を
形成することとした。第 3回（11 月）は、10
月末から 11 月初旬にかけて行った海外視察
の結果についての報告にもとづいて検討を
行った。第 4回（2014 年 2月）は、海外視察
報告を継続するとともに、医療少年院の処遇
の現状について現場担当者からの知識提供
を受け、検討を行った。研究会としては、研
究全体の中での当初の予定をほぼ達成した
が、法律学の理論的側面からの実績が必ずし
も十分なものにはならず、したがって成果を
示す公刊業績も多いとは言えない状況にと
どまった。 

 施設参観および現場との意見交換につい
ては、10 月末から 11 月初旬にかけて、「精神
医療法研究会」と合同で、アメリカのニュー
ヨークおよびサンフランシスコにおいて、少
年処遇施設、精神医療施設を中心として合計
12 か所の施設を精力的に参観して活発な意
見交換を行い、いずれも有意義な成果を挙げ
ることができた。他方、国内施設については、
参観することができず、次年度以降の課題と
して残すことになってしまった。 
 
（3）平成 26年度は、主として文献研究とそ
れにもとづいて議論をするための研究会の
開催を中心として、犯罪少年対策における法
律学と精神医学との連携の実態解明を主眼
として進めるとともに、国内外での施設参観
と、そこで得られた知見を確認・共有するた
めの研究会を行った。 

 研究会は、延べで 5回開催した。第 1回（7
月）は、「精神医療法研究会」と合同で、10
月末の実施を計画した海外視察のための勉
強会として、ドイツとオランダにおける司法
精神医学・医療について学ぶ機会とした。第
2 回（9 月）は、児童自立支援施設の処遇を
中心として、現場担当者からの報告にもとづ
いて議論した。第 3 回（11 月）は、「精神医
療法研究会」と合同で、10月末に実施したオ
ランダでの施設参観・視察のまとめを行った。
第 4回（2015 年 2月）は、青年期の倒錯と発
達障害に関する精神医学的見地からの報告
にもとづいて議論をするとともに、精神障害
を有する非行少年の法的扱いと精神医療的
扱いの可否と方法について議論した。第 5回
（3月）は、「児童虐待防止研究会」との合同
で、社会的養護としての里親制度について、
行政担当者とグループホーム経営者からの
報告にもとづいて議論した。研究会全体とし
てはテーマが多岐にわたったものの、当初に
予定していた以上の成果を挙げることがで
きた。 
 施設参観および現場担当者との意見交換
については、10 月末に、オランダの精神医療
施設（計 5か所）を訪問したほか、2015 年 3
月には、川崎市と静岡市の更生保護施設を参
観し、実態を調査した。いずれも、犯罪少年
を「直接」の対象とする施設ではなかったも
のの、犯罪少年への対応を念頭に置いたもの
であり、刑事政策全体における犯罪少年への
対応について参考になるべき知見を得るこ
とができ、非常に有意義なものであった。 
 
（4）4年間の研究期間の 3年目に当たる平成
27 年度は、最終年度における総括を視野に入
れて研究全体を遂行した。具体的には、従来
の個人による文献研究スタイルを踏襲する
とともに、それにもとづいて議論をし、知見
を共有するための研究会を開催した。また、
それと並行して、国内外での少年関連施設を
参観・視察して、その知見を研究会で報告し



て参加者全員で共有した。 
 研究会は、延べで 5 回行った。第 1 回（8
月）および第 2回（10 月）は、少年法に特有
の解釈問題を議論するとともに、それぞれに
ゲスト・スピーカーを招いて、2014 年に成立
した少年鑑別所法と新少年院法における少
年処遇の実際について報告・議論をした。ま
た、同時に、地方更生保護委員会の機能につ
いて、ゲストから知識提供を受けて知見を共
有した。第 3 回（10 月）は、「児童虐待防止
研究会」との合同開催により、児童虐待防止
対策における警察庁の対応について、ゲスト
の報告をもとに議論した。第 4回（12 月）は、
精神科医と臨床心理士をゲストに招いて、精
神的な負因を有する児童・少年への対応方法
について検討した。さらに、第 5回（2016 年
3 月）には、本年度に実施した海外施設参観
の成果の報告にもとづいて知見を共有する
とともに、児童自立支援施設の現状について
ゲストから知識の提供を受けた。 
 海外の施設参観・視察については、10月末
から 11 月初旬にかけて、連合王国（ロンド
ンおよびケンブリッジ）の成人・少年処遇施
設を中心に4か所において実施するとともに、
現地で処遇関係者および研究者と活発な意
見交換を行い、第 5回研究会の場で報告・討
論した。また、国内の施設については、8 月
に各 1か所の児童自立支援施設、第 1種少年
院、少年刑務所を参観し、2016 年 3 月には、
松本市およびその周辺に所在する、各 1か所
の第1種少年院と更生保護施設の視察を行っ
た。それぞれの参観・視察・意見交換を通じ
て、少年処遇現場の実情について理解が深め
られただけでなく、これまでの施設参観で得
られた知見とも合わせて、相当の知識を得る
ことができている。 
 
（5）平成 28 年度は、本研究課題（4 年間）
の最終年度に当たることから、これまでの 3
年間の実績をも踏まえて、研究全体をまとめ
る形で実施した。また、本研究課題との共通
部分が相当にあり、研究参加者（協力者を含
む）の多くが共通している挑戦的萌芽研究の
1 年目でもあったことから、「少年司法研究
会」を母体として連携した広範な研究活動を
行った。これにより、これまで以上に実効的
な活動を行うことができ、相応の成果を挙げ
ることができた。 
 研究会は、延べで 5回を開催した。第 1回
（4 月）は、4 年間の研究全体を中間的に総
括する形で、少年法・児童精神医学・少年処
遇を中心として全体で議論を行い、最終的な
方向性を確認した。第 2 回（5 月）は、研究
代表者が日本刑法学会の第Ⅲ分科会（少年の
刑事事件）のオーガナイザーを引き受けるこ
とになったため、そこでの報告を依頼してい
る方々に事前に個別報告を行ってもらい、少
年刑事事件全体（逆送、裁判、処遇）に関す
る各報告をもとに全員で議論し、学会報告の
方向性を確認した。第 3 回（7 月）は、少年

事件に造詣の深い実務家（弁護士）に依頼し
て、刑事裁判手続に逆送後に 55 条移送され
て保護処分で終局した事案（戸塚事件）の報
告を受け、全員で検討を行った。第 4回（2016
年 2月）は、最近に問題が急浮上することに
なった少年法適用年齢の 18 歳への引下げ問
題の是非と可否について、議論・検討した。
第 5 回（3 月）は、ドイツの少年参審制度の
歴史を中心にゲストから報告を受け、わが国
への導入可能性について議論した。また、第
3 回の研究会を受けて、20 条逆送と 55 条移
送の理論的問題を中心に議論した。これら以
外に、10 月から 11 月にかけて実施した海外
少年関連施設の結果について、各参加者の報
告をもとに検討し、全員で知見を共有した。 
 少年関連施設の参観ないし視察について
は、国外視察として、10 月末から 11 月初旬
にかけて、カナダのブリティッシュ・コロン
ビア州バンクーバー市を中心に実施し、少年
拘禁施設、少年裁判所、ユース・プロベーシ
ョン・オフィス、少年ダイヴァージョン・プ
ログラム施設、児童精神医療施設をそれぞれ
訪問し、多くの知見を得ることができた。特
に、被収容少年・児童について、精神的問題
を持つ者と被虐待経験を持つ者の存在の多
いことが実感として理解でき、わが国と共通
の問題の所在に改めて気づかされたところ
である。この視察については、報告書案の作
成段階に至っている。また、国内施設につい
ては、夏期休暇中に、京都医療少年院を中心
とした視察を行い、新少年院法成立直後の第
3 種少年院の処遇実態について現場担当者と
意見交換を行った。また、3 月下旬には、東
広島市に所在する、広島少年院（男子少年院）、
貴船原少女苑（女子少年院）、広島学園（児
童自立支援施設）を参観するとともに、各処
遇現場担当者と意見交換をし、新たな知見を
得ることができた。 
 以上の活動を中心として、4 年間全体にわ
たる研究活動について、実績報告書を作成す
る段階に至っている。 
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